















験空間は，幅約 2.6 m，奥行き 2.6 m，高さ約 2.7 m の暗
幕及び白色カーテンで区切られた空間であり，実験空間
天井に設置された蛍光灯 5000 K（Panasonic FLR-40s・
EX-N/M）及び蛍光灯 3000 K（Panasonic FLR 40s・EX-L
/M）により，全般照明を床面水平面照度 100 lx に設定
した。また化粧用実験装置の鏡両端に設置された蛍光灯
5000 K（Panasonic FLR 20s・EX-N/M）及び蛍光灯 3000
K（Panasonic FLR 20s・EX-L/M）により，顔面鉛直面照
度を 50 lx, 200 lx, 400 lx, 800 lx の 4条件，色温度を 3000
K, 5000 K の 2条件設定し，表 1に示す計 11組の左右
異なる照明条件下で，素肌状態の化粧作業者に顔の片側
を遮蔽させながら，視距離 250 mm で化粧を行わせた。
図 3に遮蔽板を用いた化粧作業時の様子を示す。化粧
後，遮蔽板を外して評価者に化粧作業者の顔の全面を見
せ，標準光源 D 65（TOSHIBA FL 20s・D-EDL-D 65）
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色（額 9 YR 7.75/4，頬 9 YR 7.5/4，化粧作業者：FY）」















































































直面照度を 50 lx, 200 lx, 400 lx, 800 lx の 4条件，色温度
を 3000 K, 5000 K の 2条件，計 8条件下で化粧を行わ
せた。評価時の光環境条件は，外出先を想定して 50 lx
・3000 K（カフェ・バー），200 lx・3000 K（レストラン
・住宅），200 lx・5000 K（住宅），1000 lx・5000 K（オ



















す。評価時照明条件 50 lx・3000 K と 200 lx・3000 K で
比較すると，高照度の条件下で品性因子が高い傾向が見

















































































































同志社女子大学生活科学 Vol . 45（2011）
― ７２ ―
